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（１）

　

錦
秋
の
昭
和
記
念
公
園
。
紅
葉
が
湖
面
彩
る
日
本
庭
園
。
茶
室
を

訪
れ
た
人
は
一
服
の
お
茶
を
い
た
だ
く
。
添
え
ら
れ
た
和
菓
子
は
東

京
都
昭
島
市
の
和
菓
子
屋
が
製
造
。
東
京
都
で
唯
一
天
然
地
下
水
１

０
０
％
の
昭
島
市
の
水
。
良
質
な
水
で
作
ら
れ
た
美
味
し
い
和
菓
子
。

人
は
ゆ
っ
く
り
と
喫
茶
を
愉
し
ん
で
い
る
。

　

私
の
実
家
は
昭
島
市
に
あ
る
。
子
ど
も
の
頃
、
お
墓
参
り
の
後
、

実
家
に
立
ち
寄
る
と
、
あ
る
時
は
お
萩
が
、
ま
た
、
あ
る
時
は
大
き

な
湯
気
立
ち
上
が
っ
て
い
る
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
が
、
大
皿
に
山
盛
り
な

っ
て
い
た
。
良
質
な
水
で
炊
い
た
餡
。
色
が
濃
く
、
柔
ら
か
な
皮
、

舌
ざ
わ
り
良
い
小
倉
餡
が
私
を
和
菓
子
の
大
フ
ァ
ン
に
さ
せ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

　

今
回
、
虎
屋
で
永
ら
く
研
究
を
つ
づ
け
ら
れ
た
青
木
直
己
先
生
の

講
演
は
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
講
演
の
一
つ
と
な
っ
た
。
近
ご

ろ
の
和
菓
子
は
甘
く
て
口
当
た
り
が
良
く
て
、
宣
伝
上
手
で
機
械
で

大
量
に
作
っ
て
、
名
の
通
っ
た
デ
パ
ー
ト
で
い
つ
で
も
買
え
る
。
次

第
に
飽
き
て
き
た
。
お
ま
け
に
商
品
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
く
る
も

の
だ
か
ら
、
可
哀
そ
う
に
店
員
さ
ん
も
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
。
益
々

和
菓
子
売
り
場
へ
は
行
か
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
生
が
撮
っ
た

ス
ラ
イ
ド
。
印
象
的
だ
っ
た
京
都
今
宮
神
社
参
道
の
二
軒
の
あ
ぶ
り

餅
屋
。
先
生
は
店
員
さ
ん
と
目
が
合
っ
た
方
の
店
で
買
う
と
い
う
。

こ
の
お
話
で
一
流
の
和
菓
子
が
京
都
に
あ
る
と
確
信
す
る
。
講
演
は

京
都
に
時
間
を
多
く
と
っ
て
い
た
。
和
菓
子
と
い
え
ば
京
都
。
く
に

た
ち
図
書
館
司
書
に
京
都
の
和
菓
子
の
本
を
探
し
て
も
ら
う
と
『
京

菓
子
』
『
京
菓
子
の
話
』
『
カ
ラ
ー
京
都
の
菓
子
』
『
京
・
銘
菓
案
内
』

『
和
菓
子
の
京
都
』
『
京
都
和
菓
子
め
ぐ
り
』
と
数
多
く
出
版
さ
れ
て

い
る
。
図
書
館
に
二
冊
の
所
蔵
が
あ
っ
た
。
一
冊
は
岩
波
新
書
川
端

道
喜
著
『
和
菓
子
の
京
都
』
。
京
菓
子
の
章
で
は
、
京
菓
子
が
横
綱

ク
ラ
ス
の
看
板
を
張
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
と
し
て
、
丹
波
・
亀
岡

な
ど
近
在
で
比
較
的
い
い
材
料
が
手
に
入
る
か
ら
と
。
神
社
・
仏
閣
、

茶
の
湯
の
家
元
の
住
居
が
あ
り
、
得
意
先
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
で

菓
子
屋
が
競
争
し
、
質
的
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
書
い
て
あ

る
。
一
冊
は
『
京
都
和
菓
子
め
ぐ
り
』
。
約
80
軒
の
京
都
和
菓
子
屋

の
紹
介
が
載
る
。
創
業
文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
の
老
舗
、
亀
末
廣

の
丹
波
大
納
言
の
餡
に
見
惚
れ
る
。
収
穫
後
、
よ
く
吟
味
し
た
小
豆

を
使
う
た
め
12
月
か
ら
の
季
節
限
定
と
の
こ
と
。

　

更
に
図
書
館
で
餡
に
つ
い
て
調
べ
、
丹
波
大
納
言
の
項
で
京
都
・

亀
岡
市
の
馬
路
大
納
言
を
見
つ
け
る
。
希
少
で
日
本
一
の
小
豆
、
畑

の
宝
石
と
も
称
さ
れ
る
小
豆
（
吉
兆
の
故
湯
木
貞
一
氏
も
お
い
し
い

豆
と
高
く
評
価
）
。
「
京
都
に
行
か
ね
ば
食
べ
ら
れ
な
い
か
」
と
思
っ

て
い
た
矢
先
、
思
い
が
け
な
く
も
、
あ
る
京
都
の
老
舗
が
６
月
29
日

30
日
限
定
で
京
都
発
祥
の
和
菓
子
水
無
月
を
都
内
百
貨
店
で
発
売

し
、
餡
が
ぜ
い
た
く
な
馬
路
大
納
言
と
聞
く
。
Ｈ
Ｐ
に
は
掲
載
な
し

の
滅
多
に
食
べ
ら
れ
な
い
和
菓
子
。
す
ぐ
に
和
菓
子
好
き
の
友
人
・

知
人
に
紹
介
す
る
。
立
川
伊
勢
丹
で
は
「
２
日
前
ま
で
に
連
絡
も
ら

え
れ
ば
」
と
も
伝
え
て
い
た
が
、
予
約
殺
到
の
た
め
、
「
買
え
な
か

っ
た
ー
」
と
友
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。

　

最
近
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
亀
岡
駅
構
内
の
観
光
案
内
所
で
馬
路
大
納

言
の
逸
品
最
中
が
年
間
通
し
て
買
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
１

月
に
製
造
店
に
行
け
ば
新
豆
の
小
豆
を
炊
い
た
出
来
立
て
の
最
中
が

食
べ
ら
れ
る
と
い
う
。

　

十
三
夜
の
今
月
。
デ
パ
地
下
は
栗
菓
子
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
栗
鹿

の
子
、
栗
羊
羹
、
栗
最
中
、
栗
饅
頭
、
栗
き
ん
と
ん
、
栗
の
粉
餅
と

つ
づ
く
。
思
い
出
す
の
が
栗
菓
子
専
門
店
並
ぶ
長
野
県
小
布
施
町
。

味
に
個
性
を
発
揮
し
な
い
と
脱
落
す
る
。
新
栗
15
個
を
使
う
小
布
施

堂
の
人
気
点
心
朱
雀
。
昨
年
、
こ
の
季
節
に
食
べ
に
行
く
。
食
べ
て

い
る
人
皆
幸
せ
そ
う
。
店
の
人
「
お
客
さ
ん
い
い
時
来
ま
し
た
ね
。
今
、

栗
が
熟
し
て
風
味
豊
か
な
ん
で
す
。
」

　

青
木
先
生
の
和
菓
子
の
旅
に
ご
一
緒
さ
れ
る
奥
様
も
、
幸
せ
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ご
講
演
を
拝
聴
し
て
、

一
流
の
和
菓
子
に
目
が
な
く
な
り
そ
う
で
す
。 

（
二
見
書
房
）

〈 図書室のつどい 参加者の感想 〉

「和菓子の歴史と魅力」を受講して
石川 千尋

青木直己著『美しい和菓子の図鑑』



こ
と
を
指
し
ま
す
。
現
在
日
本
で
は
１
年
に
３
０
０
件
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
じ
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
で
も
６
０
０

件
だ
そ
う
で
す
か
ら
、
世
界
的
な
事
象
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

な
ぜ
自
ら
陸
に
乗
り
上
げ
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
そ
の
原

因
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
先
生
の
研
究
で
す
。

　

原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
病
気
、
事
故
・
混
獲
が
あ
り

ま
す
。
先
生
は
獣
医
師
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
で
病
気
が
原

因
で
な
い
か
と
考
え
、
「
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
し
た
ク
ジ
ラ
の

解
剖
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
で
す
。
海
の
中
の
ご
み
を
食
べ
て
し
ま

う
の
で
す
。
実
際
解
剖
す
る
と
内
臓
に
そ
れ
ら
の
破
片
が
観
察
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
免
疫
低
下
を
起
こ
し
、
病
気
に
か
か
り

や
す
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
海
ご
み
の
70
％
は
川
か
ら

の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
我
々
の
生
活
ご
み
が
、
そ
の
一

部
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
強
調
さ
れ
て
い
た
の
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
は
紫
外
線
に
あ
た
っ
た
り
す
る
こ
と
で
小
片
に
な
っ
て

も
目
に
で
き
る
が
、
も
っ
と
大
事
な
の
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や

P
C
B

な
ど
残
留
性
の
高
い
有
機
汚
染
物
質P

O
P
s

（P
e
r
s
i
s
t
e
n
t
 

O
r
g
a
n
i
c
 
P
o
l
l
u
t
a
n
t
s

）
は
目
に
見
え
な
い
こ
と
で
す
。

　

若
い
こ
ろ
公
害
問
題
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
水
俣
病
・
イ
タ

イ
イ
タ
イ
病
の
原
因
と
し
て
有
機
水
銀
化
合
物
だ
と
明
ら
か
に

な
っ
た
の
で
す
。
私
も
化
学
を
学
び
、
研
究
開
発
に
従
事
し
た
経

　

我
々
に
と
っ
て
ク
ジ
ラ
と
い
う
の
は
、
だ
い
ぶ
昔
、
給
食
の
お

か
ず
と
し
て
食
べ
た
記
憶
が
あ
る
、
懐
か
し
い
言
葉
で
す
。
今
は

捕
鯨
禁
止
に
な
り
、
め
っ
た
に
食
べ
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ク
ジ
ラ
を
解
剖
す
る
っ
て
何
の
た
め
に
？

ま
た
「
ス
ト
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
け
ど
、

何
だ
ろ
う
？
な
ん
と
な
く
家
に
あ
っ
た
、
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら

せ
を
見
ま
し
た
。
こ
の
３
月
で
仕
事
を
卒
業
し
て
、
ひ
ま
に
な
っ

た
し
、
行
っ
て
み
よ
う
か
、
そ
う
思
っ
た
の
が
講
演
会
に
参
加
す

る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

講
演
者
は
国
立
科
学
博
物
館
の
田
島
木
綿
子
先
生
。
国
立
は
前

職
の
先
生
も
い
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
な
じ
み
が
あ
る
そ
う
で
す
。

専
門
の
論
文
・
著
作
も
多
く
、
ク
ジ
ラ
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
で
は

よ
く
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
る
有
名
な
獣
医
師
だ
そ
う
で
す
。

　

ク
ジ
ラ
は
海
に
戻
っ
た
哺
乳
類
と
い
え
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ

こ
か
ら
先
生
の
講
演
は
始
ま
り
ま
し
た
。
海
に
戻
っ
た
と
は
ど
う

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
？

先
生
は
、
は
じ
め
に
ク
ジ
ラ
は
我
々
人
間

と
同
じ
哺
乳
類
と
い
う
こ
と
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
と

ば
の
と
お
り
、
こ
ど
も
を
哺
乳
す
る
こ
と
、
胎
盤
を
持
ち
胎
生
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。
解
剖
学
的
に
は
呼
吸
の
仕
方
、
骨

の
し
く
み
か
ら
耳
鼻
口
の
類
似
性
ま
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、「
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
は
普
段

は
水
中
で
暮
ら
し
て
い
る
彼
ら
が
自
ら
陸
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
う

験
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
化
合
物
が
人
類
の
文
化
に
大

き
な
貢
献
を
し
た
の
も
事
実
で
す
が
、
複
雑
な
気
持
ち
で
し
た
。

子
供
・
孫
ま
た
今
後
の
子
孫
に
と
っ
て
考
え
る
べ
き
問
題
と
思
い

ま
す
。
早
急
に
こ
れ
か
ら
の
対
策
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

哺
乳
動
物
の
中
で
も
カ
バ
は
あ
の
よ
う
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
感
じ

で
す
ね
。
で
も
ラ
イ
オ
ン
よ
り
獰
猛
な
動
物
と
い
わ
れ
ま
す
。
先

生
に
よ
る
と
実
は
ク
ジ
ラ
と
近
縁
で
、
一
番
ク
ジ
ラ
に
戻
れ
る
動

物
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
は
人
間
は
（
私
は
）
ど
う
な
の
で
し
ょ

う
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
と
渓
谷
社
）

田
島
木
綿
子
著 

 

『
海
獣
学
者
、
ク
ジ
ラ
を
解
剖
す
る
』
を
受
講
し
て

 

今
村 

三
郎

ゆ 

う 

こ

（２）図書室月報 2022 年 (令和４年 )10 月

講　師 深津謙一郎
 （共立女子大学 ・ 日本近代文学）

と 　 き  １０月１３日 （木）  
 夜７時半～９時半
ところ 公民館 地下ホール
申込先 公民館  ☎（５７２）５１４１

田中康夫

　『３３年後のなんとなく、
　　　　　  クリスタル』 （河出文庫）

くにたちブッククラブ

＊次回は１１月１０日 ( 木 )
     奥泉光 『東京自叙伝』
　　　     （集英社文庫） です。

―感傷から遠く離れて―

〈
図
書
室
の
つ
ど
い 

参
加
者
の
感
想
〉



ポ
ル
ノ
被
害
の
声
を
聞
く 

ぱ
っ
ぷ
す
編
（
岩
波
書
店
）
368

「
社
会
」
を
扱
う
新
た
な
モ
ー
ド 

飯
野
由
里
子
（
生
活
書
院
）
369

障
害
者
た
ち
の
太
平
洋
戦
争 

林
雅
行
（
風
媒
社
）
369

日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
み
る
障
害
者
虐
待
の

 

実
態
と
構
造 

増
田
公
香
（
明
石
書
店
）
369

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
責
任 

溝
手
康
史
（
共
栄
書
房
）
369

子
ど
も
の
た
め
の
居
場
所
論 

阿
比
留
久
美
（
か
も
が
わ
出
版
）
370

い
じ
め
加
害
者
に
ど
う
対
応
す
る
か 

斎
藤
環
（
岩
波
書
店
）
371

日
本
の
し
き
た
り 

新
谷
尚
紀
監
修
（
出
版
芸
術
社
）
386

日
米
地
位
協
定
の
現
場
を
行
く 

山
本
章
子
（
岩
波
書
店
）
395

〈
自
然
科
学
〉

ヒ
ト
は
な
ぜ
死
ぬ
運
命
に
あ
る
の
か 

更
科
功
（
新
潮
社
）
461

日
本
書
紀
の
鳥 

山
岸
哲
（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）
488

野
菜
の
栄
養
と
食
べ
方
ま
る
わ
か
り
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

 

牧
野
直
子
（
ワ
ン
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）
498

〈
工
業
〉

摘
ん
で
野
草
料
理 

金
田
初
代
（
創
森
社
）
596

一
汁
一
菜
で
よ
い
と
至
る
ま
で 

土
井
善
晴
（
新
潮
新
書
）
596

一
緒
に
生
き
る 

東
直
子
（
福
音
館
書
店
）
599

〈
産
業
〉

柚
子
を
さ
ぐ
る 
沢
村
正
義
（
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
）
625

〈
芸
術
〉

日
本
ア
ニ
メ
史 

津
堅
信
之
（
中
央
公
論
新
社
）
778

〈
文
学
〉

や
り
な
お
し
世
界
文
学 

津
村
記
久
子
（
新
潮
社
）
904

こ
と
ば
の
杖 
李
良
枝
（
新
泉
社
）
91
イ

よ
み
ぐ
す
り 

坂
口
恭
平
（
東
京
書
籍
）
91
さ

左
川
ち
か
全
集 

左
川
ち
か
（
書
肆
侃
侃
房
）
91
さ

言
葉
の
還
る
場
所
で 

谷
川
俊
太
郎
（
春
陽
堂
書
店
）
91
た

島
崎
藤
村
短
篇
集 

島
崎
藤
村
（
岩
波
書
店
）
91
し

両
手
に
ト
カ
レ
フ 

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ
（
ポ
プ
ラ
社
）
91
ブ

今
日
も
ご
き
げ
ん
よ
う 

松
浦
弥
太
郎
（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）
91
ま

■

■

■

■
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■
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■
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■
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■
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■
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■

■

■

■

■

■

〈
総
記
〉

ゆ
っ
く
り
学
ぶ 

岸
見
一
郎
（
集
英
社
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）
002

国
際
報
道
を
問
い
な
お
す 

杉
田
弘
毅
（
筑
摩
書
房
）
070

調
査
報
道
記
者 

日
野
行
介
（
日
野
行
介
）
070

〈
歴
史
〉

こ
の
国
の
戦
争 

奥
泉
光
（
河
出
書
房
新
社
）
210

沖
縄
「
格
差
・
差
別
」
を
追
う 

羽
原
清
雅
（
書
肆
侃
侃
房
）
219

日
本
人
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
琉
球
・
沖
縄
史

 

原
口
泉
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）
219

沖
縄
（
シ
マ
）
と
い
う
窓 

山
城
紀
子
（
岩
波
書
店
）
219

亜
鉛
の
少
年
た
ち

 

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
ア
レ
ク
シ
エ
ー
ヴ
ィ
チ
（
岩
波
書
店
）
227

民
衆
史
の
狼
火
を 

三
木
健
編
（
不
二
出
版
）
289

〈
社
会
科
学
〉

現
代
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
を
知
る
た
め
の
55
章 

 

中
原
篤
史
編
著
（
明
石
書
店
）
302

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
幸
せ
の
メ
ソ
ッ
ド 

堀
内
都
喜
子
（
集
英
社
）
302

職
業
と
し
て
の
官
僚 

嶋
田
博
子
（
岩
波
書
店
）
317

世
界
の
賢
人
12
人
が
見
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
未
来

プ
ー
チ
ン
の
運
命 

ク
ー
リ
エ
・
ジ
ャ
ポ
ン
編
（
講
談
社
）
319

近
代
家
族
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム 

落
合
恵
美
子
（
勁
草
書
房
）
361

部
落
の
私
た
ち
が
リ
モ
ー
ト
で
好
き
勝
手
に
し
ゃ
べ
っ
て
み
た
。

 

部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
編
（
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
）
361

協
力
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

松
原
明
（
学
芸
出
版
社
）
361

満
洲
か
ら
シ
ベ
リ
ア
抑
留
へ 

生
田
美
智
子
（
人
文
書
院
）
367

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
す
。
そ
し
て
、
彼
女
が
い
ま
す

 

下
山
田
志
帆
（
偕
成
社
）
367

む
ず
か
し
い
女
性
が
変
え
て
き
た

 

ヘ
レ
ン
・
ル
イ
ス
（
み
す
ず
書
房
）
367

「
少
女
」
の
社
会
史 

今
田
絵
里
香
（
勁
草
書
房
）
367
い

（３） 図書室月報 2022 年 (令和４年 )10 月

柚
子
が
世
界
に
羽
ば
た
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
？

　

一
九
六
五
年
頃
か
ら
温
州
ミ
カ
ン
か
ら
雑
柑
類
へ
の
転
換

施
策
を
機
に
、
ユ
ズ
、
ス
ダ
チ
、
カ
ボ
ス
な
ど
の
香
酸
柑
橘

類
の
生
産
量
は
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。
ス

ダ
チ
は
徳
島
県
、
カ
ボ
ス
は
大
分
県
と
あ
る
程
度
地
域
が
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ユ
ズ
は
北
海
道
を
除
い
て
日
本
の
ほ

と
ん
ど
の
地
域
で
栽
培
可
能
で
す
の
で
、
そ
れ
だ
け
生
産
量

も
急
速
に
増
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
ユ
ズ
の
場
合
も

そ
の
十
年
後
に
は
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
始
め
ま
し
た
。

　

一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
柚
子
の

加
工
品
へ
の
開
発
が
遅
れ
た
結
果
、
柚
子
果
汁
の
消
費
が
伸

び
ず
、
二
年
、
三
年
越
し
の
貯
蔵
果
汁
が
増
え
、
柚
子
産
業

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

一
九
八
八
年
、
馬
路
村
農
協
の
「
ぽ
ん
酢
し
ょ
う
ゆ
ゆ
ず
の

村
」
が
「
日
本
の
１
０
１
村
展
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

全
国
的
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ン
酢
は
従
来
市
販

さ
れ
て
い
た
ポ
ン
酢
の
常
識
を
覆
す
も
の
で
、
柚
子
果
汁
の

使
用
割
合
を
格
段
に
高
く
し
た
も
の
で
し
た
。
醸
造
酢
の
風

味
を
打
ち
消
し
て
柚
子
の
風
味
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
忘
れ
か
け
て
い
た
日
本
人
の
柚
子
の
味
覚
を
呼
び

覚
ま
し
た
瞬
間
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
柚
子
果
汁
の
酸
味
と
香

り
が
日
本
人
の
好
み
と
和
食
に
合
致
す
る
こ
と
が
見
直
さ
れ

始
め
た
の
で
す
。
さ
ら
に
こ
の
二
年
後
、
馬
路
村
農
協
は
「
ご

っ
く
ん
馬
路
村
」
と
い
う
柚
子
は
ち
み
つ
飲
料
を
開
発
し
て

大
ブ
レ
ー
ク
さ
せ
ま
し
た
。 

（
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
）

<

一
節>

沢
村
正
義 

著

    『
柚
子
を
さ
ぐ
る

　

   　
　

 —

ゆ
ず
の
森
よ
り—

』



　 　

「
そ
れ
で
は
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
ご
歓
談
く
だ
さ

い
」
と
司
会
者
の
女
性
が
言
う
。
そ
ん
な
一
文
か

ら
こ
の
物
語
は
始
ま
り
ま
す
。
始
ま
り
の
一
文
か

ら
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
物
語
を
想
像
し
た
で

し
ょ
う
か
。
き
っ
と
様
々
な
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
想
像
の
答
え
合
わ
せ
が
し
た

く
な
っ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
方
も
是

非
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
「
私
の
本
棚
か
ら
」
を
書
く
に
あ
た
っ

て
読
み
返
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
見
つ
け
た
印

象
的
な
一
文
を
紹
介
し
ま
す
。

「
突
き
動
か
さ
れ
た
挙
句
、
バ
ッ
ク
で
一
気
に
ア

ク
セ
ル
を
踏
み
込
む
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
い

け
な
い
の
だ
と
。
」

　

何
か
に
突
き
動
か
さ
れ
た
と
き
、
結
果
が
ど
の

よ
う
に
転
ぶ
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
良
い
結
果
を

も
た
ら
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
悪
い
結
果
を
も
た
ら

す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
突
き
動
か
さ
れ
た

結
果
、
後
悔
す
る
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
と
し
て

も
戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
後

悔
す
る
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
時
、
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
て
や
り
な
お
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
何
か
変

わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
と
考
え
た
経
験

が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

ん
な
非
日
常
を
求
め
て
何
か
特
別
こ
と
が
起
こ
る

異
世
界
の
話
を
読
ん
だ
り
見
た
り
な
ん
て
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
異
世
界
の
話
で

は
な
く
あ
え
て
普
遍
的
な
日
常
を
描
い
た
小
説
を

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

「
ラ
イ
フ
」
は
、
読
ん
だ
あ
と
に
特
別
な
こ
と

が
起
こ
ら
な
い
日
常
も
い
い
な
と
思
え
る
作
品
に

な
っ
て
い
ま
す
。
主
人
公
が
超
能
力
を
持
っ
て
い

る
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
主
人
公
が
誰
か
と
入
れ

替
わ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
主
人
公
が
過
ご

す
あ
り
ふ
れ
た
日
常
は
親
近
感
が
湧
き
、
自
然
と

入
り
込
ん
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
劇
的
な
展

開
が
な
く
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
読
む
こ
と
が
で
き
て

し
ま
う
の
は
作
者
の
文
章
の
構
成
力
が
あ
る
か
ら

こ
そ
で
あ
り
こ
の
小
説
の
魅
力
で
す
。

　

今
ま
で
小
説
を
読
ん
で
こ
な
か
っ
た
方
も
こ
れ

を
機
に
読
書
の
あ
る
生
活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
気
軽
に
小
説
を
読
み
た
い
方
に
も
お
す
す
め

の
一
冊
で
す
。 

（
ポ
プ
ラ
社
）

吉
沢
い
よ
り

小
野
寺
史
宜 

著

  

『
ラ
イ
フ
』

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
１
回
〉

地域で社会問題を解決する方法  ～コミュニティ・オーガナイジング入門～

　　講師  藤井敦史（立教大学）

＊社会はこうやって変える！ ―コミュニティ ・ オーガナイジング入門― ……………………藤井敦史 （法律文化社）

＊社会的連帯経済 ―地域で社会のつながりをつくり直す― ………………………………藤井敦史編著 （彩流社）

＊コミュニティ ・ オーガナイジング ―ほしい未来をみんなで創る５つのステップ………… 鎌田華乃子 （英治出版）

＊社会的連帯経済入門 ―みんなが幸せに生活できる経済システムとは― ………………… 廣田裕之 （集広舎）

＊協力のテクノロジー ―関係者の相利をはかるマネジメント― ……………………松原明 ・ 大社充 （学芸出版社）

母と娘のむずかしさ  ～２０～４０代・子育て世代の女性に向けて～

　　講師  大美賀直子（メンタルケア・コンサルタント、公認心理師、精神保健福祉士）

＊長女はなぜ 「母の呪文」 を消せないのか ……………………………………………… 大美賀直子 （さくら舎）

＊大人になっても思春期な女子たち…………………………………………………… 大美賀直子 （青春出版社）

＊母と娘はなぜ対立するのか ―女性をとりまく家族と社会― ……………………………… 阿古真理 （筑摩書房）

＊逃げたい娘　諦めない母 ……………………………………………………… 朝倉真弓 ・ 信田さよ子 （幻冬舎）

＊母と娘はなぜこじれるのか ……………………………………………………………… 齋藤環ほか （NHK 出版）

（４）図書室月報 2022 年 (令和４年 )10 月

講座参考図書
 講座の詳細は

公民館だよりを
ご覧ください。

　

今
月
か
ら
半
年
間
、
「
私
の
本
棚
か

ら
」
は
吉
沢
さ
ん
が
担
当
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
次
回
以
降
も
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
。

　

読
書
の
秋
、
公
民
館
で
お
好
き
な

本
を
ど
う
ぞ
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

芸
術
や
文
化
の
秋
、
国
立
市
の
市
民

文
化
祭
に
も
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

係から
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